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3 　行　　為

　損壊とは，物理的に破壊することである。死体解剖や死体からの臓器摘出

は形式的には損壊に該当するが，刑事訴訟法，死体解剖保存法，臓器の移植

に関する法律等で違法性が阻却され得る。遺棄とは，「習俗上の埋葬等とは

認められない態様で死体等を放棄し又は隠匿する行為」である（最判令 5 .

3 .24）。よって，「他者が死体を発見することが困難な状況を作出する隠匿

行為が「遺棄」に当たるか否かを判断するに当たっては，それが葬祭の準備

又はその一過程として行われたものか否かという観点から検討しただけでは

足りず，その態様自体が習俗上の埋葬等と相いれない処置といえるものか否

かという観点から検討する必要がある」（最判令 5 . 3 .24）。

　なお，殺人犯人が犯跡を隠蔽しようと移動させたり隠したりすることなく，

そのまま死体を現場に放置する行為は遺棄ではないが，法律・慣習等により

埋葬の義務を負う者が，埋葬の意思なく死体等を放置してその場所から立ち

去るなど，不作為によって死体を放棄したとしても，例外的に本罪にいう遺

棄に含まれる場合もある。領得とは，不法領得の意思をもって占有を取得す

ることである。

4 　他罪との関係

　死体の損壊，遺棄・領得を一連の行為として実行した場合，包括して一罪

となる。しかし，死体を土中に埋没遺棄し，数か月後に発掘して損壊したと

きは，死体遺棄罪と死体損壊罪の併合罪となる。

　殺人，傷害致死又は過失致死の罪を犯した者が死体遺棄等を行った場合，

本罪が成立し併合罪となる。軽犯罪法第 1条第19号の変死現場等変更の罪と

刑法第190条の罪は，観念的競合となる。

重要判例
　死体遺棄の意義　最判令 5 . 3 .24
　ベトナム人技能実習生が出産したえい児 2名を放置し，出産時から 2日を経過し
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